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Oracle Big Data SQL 
リリース4.1 

 

 
 

IoTや世界的な顧客ベースのソーシャル・ストリームなど、企業が有効に活用

できるデータの未曾有の増加により、ビジネスの絶大なチャンスが生まれて

います。しかし、ビッグ・データの大きな可能性とともに、複雑さも大幅に

増大する可能性もあります。新しい膨大なデータを利用するためのビッグ・

データ・システムを既存の情報資産に統合することは困難を伴うことがあり

ます。貴重なデータが、ビジネスに不可欠な多くのオペレーションが行われ

る場所とは異なるシステムに格納されている場合もあります。さらに、この

データにアクセスするには、多額の資金を投じて分析とレポートのための

コードを作成しなおす必要が生じることがあるため、なかなかデータにアク

セスできないうえに、ビジネスにもたらされるデータの最終的な価値も低下

するおそれがあります。 

 

Oracle Big Data SQLを使用すると、既存のSQLスキル、セキュリティ・ポリ

シー、アプリケーションを利用 して、Apache Hadoop、Apache Kafka、

NoSQL、オブジェクト・ストア、Oracle Databaseにまたがるデータを並外れ

たパフォーマンスで即座に分析できます。データ・サイエンス業務の簡素化か

らデータ・レイクの解放にいたるまで、Big Data SQLは最大限のエンド・ユー

ザーがビッグ・データの利点を享受できるようにします。 

 
おもな機能 

• Oracle Database、Hadoop、オブジェ
クト・ストア、Kafka、 NoSQLソース
全体でシームレスにデータの問合せを
実行 

• 変更なしですべてのOracle SQL問合せを
実行－アプリケーションの投資を維持 

• Hadoop、Kafka、NoSQL、オブジェク
ト・ストアでSmart Scanを使用して、
ファンアウトの並列化によってデータ
を処理することで、スケーラビリティ
とパフォーマンスを向上 

• 主要なHadoopディストリビューショ
ンにOracle Database 19cからアクセス
可能 

• Oracle Database 、 Hadoop 、 オ ブ
ジェクト・ストア、Kafka、NoSQLに
分散 する機密データへのアクセスを
Oracle Database Securityの機能で一元
的に制御 

• Copy to Hadoop を 使 用 し て Oracle 
Databaseか らHadoop に 容 易に デー
タをコピー 

すべてのデータでの高度なSQL処理 

Oracle Big Data SQLはオラクルのデータ仮想化を刷新するものです。異種のデータセット
に対するSQLや他のデータAPI（REST、Node.jsなど）用の新しいアーキテクチャおよびソ
リューションであり、Apache Hadoop、Apache Kafka、オブジェクト・ストア、および多
数のNoSQLデータベースのデータをOracle Databaseに格納されたデータとシームレスに統
合します。Oracle Big Data SQLを使用すると、以下のことができます。 

• Oracle SQL を使 用 して 、Apache Hadoop、 オブ ジェク ト・ スト ア、 Apache  
Kafka、およびNoSQLのデータの問合せと分析を行う。 

• 分散アーキテクチャでSmart Scan、集計オフロード、パーティション・プルーニ
ング、ストレージ索引、Bloomフィルタ、条件プッシュ・ダウンなどの高度な技
法を利用して、あらゆるデータに対する問合せパフォーマンスを最大化する。 

• ビッグ・データ分析を既存のアプリケーションおよびアーキテクチャに統合する。 

• Oracle Databaseのセキュリティとアクセス・ポリシーをApache Hadoop、オブ
ジェクト・ストア、Apache Kafka、およびNoSQLのデータに拡張する。 
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おもな利点 

• Hadoop 、 オ ブ ジ ェ ク ト ・ ス ト ア 、

Kafka、NoSQL、Oracle Databaseにま

たがるデータセットを透過的に分析 

• データのローカル処理を利用すること

により、問合せの高速化を達成 

• ユーザーの既存のSQLスキルを使用し

てビッグ・データのソース全体でデー

タを分析 

• 現在のSQLベースのアプリケーションで

シームレスに新しいデータを統合可能 

• 比較的低コストのHadoopストレージ

とオブジェクト・ストレージが活用さ

れるように、情報ライフサイクル管理

戦略をシームレスに拡張 

• Oracle Databaseのセキュリ ティ・ポ

リシーを使用してあらゆる機密データ

を保護 

 
強化された外部表 

異なるシステムに格納された大規模なデータセットを扱うとき、データの構造を知ることは
もちろん、データの格納場所を知ることも難しい場合があります。Big Data SQLでOracle 
Database 19cのビッグ・データ対応外部表を使用すると、Oracle Databaseが、Hadoop、オ
ブジェクト・ストア、Kafka、およびNoSQLシステムのデータをカタログに追加し、保護す
るための単一の場所となります。Big Data  SQLでは、クラスタとクラスタ内の表の両方につ
いて、データの移動またはコピーを行わなくても、外部データソースに関するメタデータが
追跡されます。Big Data SQLの外部表は以下に対応します。 

• Oracle Databaseのデータを、 Hadoop、オブジェクト・スト ア、Kafka、および NoSQL
データベースのデータと結合するシームレスなメタデータ統合と問合せ 

• HCatalog（またはHive Metastore）に格納されたメタデータからOracleの表への自動マッ
ピング 

• 1つのOracle Databaseから複数のHadoopクラスタへの問合せを可能にする複数クラスタ
のサポート 

• データベース管理者が列のマッピングとデータ・アクセスを柔軟に制御できるようにする
ための強化されたアクセス・パラメータ 

 

図1：Oracle Big Data SQLを使用すると、Oracle Database、Apache Hadoop、Apache 

Kafka、選択されたNoSQLデータ・ストア、およびオブジェクト・ストアでOracle SQLの問

合せを実行できます 

 
Smart Scan：データ主導のパラレル処理 

ビッグ・データから洞察を得ることは、非常に大量のデータを選別することを意味する可能
性があります。ビッグ・データがもたらすデータ量の激増により、優れた分析パフォーマン
スを実現するには、データを分析に回すのではなく分析機能をデータ側に移動する以外にあ
りません。Big Data SQLは、オラクルのクラス最高のExadata Database Machineで初めて導
入さ れたSmart Scan の機 能を 、ビ ッグ ・デ ータ ・ス トア に適 用 しま す。Smart Scanを  
使用すれば、Oracle SQLの操作をビッグ・データ・システムのストレージ層にプッシュ・ダ
ウンできます。 
Smart Scanはこれらのストレージ・システムの水平スケーラビリティを備えているだけでなく、
最大のデータセットのパラレル処理も自動的に行えます。以下のことが可能です。 

• 問合せに関連する行と列のみがOracle Databaseに送信されるように行う、ローカルで
のデータのフィルタリング 
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• Oracle Databaseのデータ と膨大な外部 データの結合 を高速化する 、Bloomフィル タと

キー・ベクトルによる結合の最適化 

• Hadoopクラスタの演算能力を利用してデータをローカルに集計し、要約されたデータを
Oracle Databaseに戻す分散集計 

• データ・マイニング・モデルのスコアリング 、およびJSONやXMLなどで記述されたド
キュメント・データセットの問合せ処理の強化 

• Oracleネイティブ演算子により、Big Data SQLを使用した問合せとOracle Database単体の
問合せの間での完全な正確性を実現 

 
ストレージの索引付け：より効果的なI/O 

Oracle Big Data SQLは、一連のSmart Scan機能のほか、I/O発生前に処理の高速化を図るスト
レージ索引テクノロジーも備えています。データにアクセスすると、関連データの格納場所
を示すローカルのメモリ内索引がOracle Big Data SQLによって自動的に作成されます。それ
以降に同じデータの問合せを行うと、ストレージ索引テクノロジーにより、その問合せに関
連しないデータ・ブロックが読み取られないよう保証されます。 
ビッグ・データ・システム内のデータ・ブロックは非常に大きくなる（最大で数百メガバイト）
可能性があるため、この"I/Oスキップ"戦略により、問合せによってはパフォーマンスが大幅
に向上することがあります。 

 
条件プッシュ・ダウン：外部ストレージ・システムの利用 

Oracle Big Data SQLでは、HadoopおよびNoSQLソースのデータを容易に統合できるだけで
なく、最大のパフォーマンスを得るために基本のストレージ・メカニズムを利用することも
できます。 Big Data SQLの条件 プッシュ ・ダウ ン・テク ノロジ ーを使用 すると、Oracle  
Databaseで発行される問合せの条件をリモート・システムで実行し、特定のファイル形式に
プッシュすることができます。条件プッシュ・ダウンを使用することにより、Big Data SQL
では以下を行えます。 

• Apache Hiveによって管理される表のパーティションのプルーニング 

• Apache Parquest形式およびApache ORC形式で格納されたファイルのI/Oの最小化 

• Oracle NoSQL DatabaseまたはApache HBaseに格納されたデータのリモート読取りの有効化 
 

分散集計：サマリーの問合せの高速化 

Oracle Big Data SQLは、オラクルのインメモリ・テクノロジーを活用してSQL集計をOracle 
Big Data SQLセルにプッシュします。そのため、Oracle Big Data SQLではHadoopクラスタの処
理能力を利用して、クラスタ・ノード全体に集計を分散させることができます。これにより、
多くの場合10倍を超えるほど、大幅にパフォーマンスが向上する可能性があります。 

分散集計は、単一表と複数表の結合の両方に関する問合せに適用されます。一般的な“スター”
および“スノーフレーク”クエリーは通常、より小さいディメンション表をより大きいファク
ト表に結合します。Oracle Databaseの インメモリ集計は、Smart Scanの一部に効率的 な
キー・ベクトル処理を使用し、スキャン操作の一環としてデータを集計するため、対象とな
る問合せの処理時間が大幅に短縮されます。 

 

問合せのストリーム：KafkaトピックへのSQLアクセス 

Apache Kafkaは、スケーラブルでフォルト・トレラントの分散型メッセージ・システムで
す。組織は、リアルタイムのデータ・ストリームを配信する中央ハブとしてKafkaを利
用します。相 互に直接通 信するシ ステムとは 異なり、 アプリケー ションは Kafka ト
ピックにメッセージを公開し、そのメッセージは他のアプリケーションによって取り
込まれます。 
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Big Data SQLでは、Kafkaトピックへの直接アクセスがサポートされるため、SQL問合せで、
ほぼリアルタイムのイベントと、Oracle Databaseやビッグ・データ・ストアのデータとを組
み合わせることができます。 

 

Query ServerによるHadoopデータへのSQLアクセスの簡素化 

Oracle Big Data SQL Query Serverを使用すると、アプリケーションは、別のOracle 
Databaseがなくても、Hadoop内のデータに問合せを実行できます。Query Serverは、
お使いのHadoopクラスタのエッジ・ノードに自動的にインストールされ、構成される
Oracle Database SQLエンジンです。メンテナンスが不要で、メタデータと認可ルールは
HiveメタストアとHDFSから継承されます。Big Data SQLの外部表は、選択したHive
データベースと自動的に同期されます。データの認可では、Apache SentryとHDFSのア
クセス制御が使用されます。 

Query Serverは、HadoopでSQLを処理することを目的としており、Oracle Databaseと
統合されたBig Data SQLデプロイメントを強化します。すべての問合せはHadoopクラ
スタに保存されているデータを対象とするため、データは永続化されません。Oracle  
Databaseのデータと外部ソースを結合する問合せを実行する場合は、Oracle Database
とBig Data SQLの組み合わせが適切な代替策です。Query Serverは、すべてのデータが
Hadoopに常駐しており、機能が豊富なOracle DatabaseのSQL言語と問合せ実行機能を
活用したい場合に最適なソリューションです。 

 

Hadoopへの情報ライフサイクル管理の拡張 

Oracle Databaseでは、何年も前から情報ライフサイクル管理（ILM）のサポートを充実させ
てきました。データの階層化に使用できる機能が多数あり、アクセス要件とストレージ・コ
ストに基づいて各種の媒体にデータを格納できます。階層は、上位から下位に向かって、1）
リアルタイム・データ分析に適したメモリ内、2）頻繁にアクセスされるデータに適した
デー タベー ス・フ ラッシ ュ、3 ）業務 系デー タの問 合せに適 したデ ータベ ース記 憶域や
Exadataセル、4）アクセス頻度が低い生データやアーカイブ・データに適したHadoopやオ
ブジェクト・ストア、という構成になります。 

Copy to Hadoop 

Oracle DatabaseからHadoopへのコピーは複雑になる可能性があります。Oracle Big Data  
SQLには、Oracle Copy to Hadoopユーティリティが用意されています。このユーティリティ
を使用すると、Hadoop Distributed File System（HDFS）へのオラクルのデータのコピーを
簡単に行えます。Copy to HadoopによってHadoopクラスタにコピーされたデータはOracle  
Data Pump形式で格納されます。この形式はBig Data SQLによる問合せを最適化するもので、
1）データがオラクルのデータ型として格納されるため、データ型の変換が不要であり、2）
データの問合せが直接行われるため、Java SerDesに関連するオーバーヘッドが不要となりま
す。最適化された入力フォーマット・クラスを使用することで、この同じOracle Data Pump
のエクスポート・ファイルにHiveなどのHadoopネイティブ・ツールで簡単にアクセスでき
ます。 

ハイブリッド・パーティション表 

Oracle Partitioningは、1つの表のデータ・パーティションをさまざまな層に格納できるよう
にするテクノロジーです。表内の不変のアーカイブ・データを、さまざまなファイル形式
（Apache Parquet、Apache ORC、Apache Avro、テキストなど）を使用してHadoopやオブ
ジェクト・ストアに常駐させることができます。このデータはオープン形式のため、Oracle 
Databaseの処理のために予約されることはありません。データは、お使いのデータ・レイク内
で他のアプリケーションと共有される場合があります。データベースの問合せは、ほかの
データへのアクセスと同様に、このアーカイブ・データにシームレスにアクセスします。 
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Big Data SQLのSmart Scan機能を併せて使用すると、パフォーマンス上のメリットを複合化で
きます。Big Data SQLのSmart Scanでは、Hadoopクラスタの大規模パラレル・プロセス機能
を利用してソース側でデータをフィルタするため、クラスタとデータベースの間のデータ移動
量とネットワーク通信量が大幅に減少します。 

 
ビッグ・データでのOracle Database Security 

Oracle Big Data SQL独自のデータ統合アプローチにより、アプリケーションは基盤となる
データ認可ルールを（つまり、HDFSのファイルについてはアクセス権限を、Hiveメタデータに
ついてはApache Sentryポリシーを）自動的に活用して、高度なOracle Database Securityの
ポリシーの上層に重ねることができます。このアプローチを通じて、セキュアな実装が簡素
化されると同時に、基盤のストアでは利用できなかったオラクルのセキュリティ機能を利用
できるようになります。オラクルのセキュリティ・メカニズムを使用すると、以下に基づい
てビッグ・データを保護することができます。 

• データへのアクセスを管理するための標準のOracle Databaseのロールと権限 

• 権限のないユーザーが機密情報にアクセスした場合に伏せ字で表示されるようにするため
のデータ編集 

• 管理ポリシーを徹底するための仮想プライベート・データベース 

• Oracle Database Vaultによる、特権アカウントからの機密データ保護 

• Oracle Database Security Assessment Toolによる、基盤のストア内の潜在的な機密データ
と総合的なデータベース・セキュリティ・ステータスの特定 

 
一連のビッグ・データの展開のサポート 

Oracle Big Data SQLは幅広い展開オプションおよびプラットフォームに対応するよう設計さ
れていま す。Big Data  SQLには、1 ）Enterprise Linuxが動 作するOracle Database 、2）
ClouderaおよびHortonworksの主要なApache Hadoopディストリビューションが必要です。
Big Data SQLをOracleエンジニアド・システムと一緒に使用すると、最高のパフォーマンス
を得ることができます。Big Data SQLは、Oracle ExadataとOracle Big Data Applianceの機能
を最大限に活用してクラス最高のビッグ・データ管理システムを作成することで、ビッグ・
データとOracle Databaseの能力を統合します。 

 
 

Oracle Database
のバージョン 

データベース・ 
ハードウェア 

Hadoopクラスタ・
ハードウェア 

Hadoopディストリ
ビューションと 
バージョン 

19c Oracle Exadata 
（Linux OL6、OL7）
またはIntel x86 64
ビット・システム 
（Linux OL6、OL7、
RHEL6、RHEL7） 

Intel x86 64ビット・
システム（Linux 
OL6、OL7、
RHEL6、RHEL7） 

• CDH* 5.x（5.5以降）、
6.x 

• HDP ** 2.x（2.3以降） 

19c Oracle Exadata 
（Linux OL6、OL7）
またはIntel x86 64
ビット・システム 
（Linux OL6、OL7、
RHEL6、RHEL7） 

Oracle Big Data 
Appliance（Linux 
OL6、OL7） 

• CDH* 5.x（5.5以降）、
6.x 

* CDH：Cloudera’s Distribution Including Apache Hadoop 

** HDP：Hortonworks Data Platform 
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始めるには 

Oracle Big Data Lite Virtual Machineで、Oracle Big Data SQLや、オラクルのビッグ・デー
タ・プラットフォームのその他のコンポーネントをお試しください 
（http://www.oracle.com/technetwork/database/bigdata-appliance/oracle-bigdatalite-
2104726.html）。Big Data Liteを使用すると、ラップトップまたはデスクトップ・コン
ピュータからオラクルのビッグ・データに関する機能の動作をテストできます。機能には、
CDH、Oracle Big Data Spatial and Graph、Oracle Big Data Discovery、Oracle Big Data 
Connectors、Oracle Data Integrator、Oracle Golden Gateなどが含まれています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
お問い合わせ 

Oracle Big Data SQLの詳細については、oracle.comを参照するか、+1.800.ORACLE1でオラクルの担当者に

お問い合わせください。 
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blogs.oracle.com/oracle 

facebook.com/oracle 

twitter.com/oracle 

oracle.com 
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